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平成１３年７月２５日   

各    位 

株 式 会 社        大  京 

取締役広報室長 大越 武  

 

 

 

 

 

 

 
 

―― 音声系通信回線網を統合したＩＰネットワークを構築 ―― 

 

 

株式会社大京（本社所在地：東京都渋谷区、社長：長谷川正治）では、大京の各事業所間ならびに

大京グループ各社間のネットワークに、ＩＰ（インターネット・プロトコル）ネットワーク（＝ＩＰ

－ＶＰＮ：注１）を構築することで、すべての内線電話に、ＶｏＩＰ（ボイス・オーバー・ＩＰ）技

術（注２）を利用したＩＰ電話（注３）を導入することとなりましたので、お知らせいたします。 

７月中旬から首都圏の各事業所でＩＰネットワークの構築に着手しており、８月中旬から９月末ま

での間に、北海道から沖縄までの各事業所ならびに大京グループ各社、１５地区４９拠点へＩＰ電話

の導入を完了する予定です。最終的には約４,２００人のグループ社員が、ＩＰ電話を使用することに

なります。 

 

具体的な各事業所間のネットワークは、株式会社エヌ・ティ・ティ エムイー（略称「ＮＴＴ－ＭＥ」、

本社：東京都千代田区、社長：池田 茂）が提供する次世代ＩＰネットワークサービス「ＸｅＰｈｉｏｎ（ゼ

フィオン）」（注４）をバックボーンとするもので、ＩＰネットワークと各事業所間は０.５～６Ｍ（メ

ガ）ビット／秒の光ファイバー専用回線で接続します。 

現在の１２８Ｋ（キロ）ビット／秒～１.５Ｍ（メガ）ビット／秒であった各事業所間の通信回線容

量は、今回、ＩＰネットワークへ移行することで、これまでの４倍の容量となり、拡大しつつあるネ

ットワークの負荷を解消すると同時に、年間約２,５００万円の費用削減が可能となります。さらに、

ＩＰネットワークと各事業所間の回線容量は、今後１００倍まで拡大可能となります。 

 

 

 

 

 

 

大京、各事業所間の内線電話に 

インターネットによるＩＰ電話を導入 
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大京では、ＩＴへの取り組みとして、①「マンションのＩＴ化」、②「営業のＩＴ化」、③「経営

のＩＴ化」の３つのＩＴ化に取り組んできました。 

 

「経営のＩＴ化」に関しては、業務システムのイントラネットへの集約による業務効率化の推進や、

チャット技術の活用による社内の情報連絡と意思疎通のスピード化、さらには、大京グループ各社に

もインターネットを活用した情報共有化を進めるなど、積極的にＩＴ技術を活用した経営の効率化を

図ってまいりました。 

 

こうしたＩＴ化への積極推進により、現在利用している各事業所間を専用の通信回線で結ぶ社内ネ

ットワーク体制は、 

① イントラネットなど、社内ネットワークへの集中アクセス 

② 電子メールなど通信ツールの利用増加と添付データの大容量化 

③ 画像・動画などの大容量データの通信増大 

など、ネットワークへの負荷が増加し、混雑時にはパソコン通信速度が、導入当初に比べて３分の１

まで落ちる現象を起こしていました。 

 

ＩＰ電話の導入においては、４月からモデル事業所間でＩＰネットワークを構築し、ＶｏＩＰ技術に

よる音声の品質を検証してきましたが、十分な品質と性能が確保できると判断されたことから、導入に

踏み切ったものです。 

 

「営業のＩＴ化」においては、平成７年から大京ホームページを開設し、電子メールを活用した営業

を行う専門の営業部隊によるインターネット営業を積極推進しており、昨年度には１,７０７件、６２

１億円のインターネットをきっかけとしたマンション購入契約実績を上げております。 

「マンションのＩＴ化」では、昨年１月から発売したすべてのライオンズマンションに、定額のイン

ターネット常時接続サービスを標準化し、これまでに２００棟のインターネットマンションを発売して

おります。 

既存のマンションにおいても、昨年１０月に大京とＮＴＴ－ＭＥが共同で設立した株式会社ファミリ

ーネット・ジャパン（略称「ＦＮＪ」、本社：東京都渋谷区、社長：村山 茂）が、ネット化を推進し

ており、現在１７０棟のネット化が決定しております。 

 

大京では、これらのインターネットマンション居住者へのソフトサービスの拡充を図ることで、生活

利便性を向上させ、今までになかった住環境を実現していきます。ＩＰ電話サービスについても、今回

の内線電話への導入のノウハウを基に、お客様へのサービス提供に向けて積極的に取り組んでいく予定

です。 

 

 

 

 



 3

 

 

注１：ＩＰネットワーク＝ＩＰ－ＶＰＮ（アイピー・ブイピーエヌ） 

通信事業者の保有する広域ＩＰ通信網を経由して構築される仮想私設通信網(ＶＰＮ：バーチャ

ル・プライベート・ネットワーク)のこと。ＩＰ-ＶＰＮを経由することによって、遠隔地のネット

ワーク同士をＬＡＮで接続しているのと同じように運用することができる。 

 

注２：ＶｏＩＰ（ボイス・オーバーＩＰ） 

インターネット技術を使った音声通信。音声をＩＰプロトコルに変換し、ＩＰネットワーク上で通

信を行う技術です。 

 

注３：ＩＰ電話 

ＩＰ（インターネット・プロトコル）通信網を利用して音声をパケット（小包）方式で伝送する電

話サービスの総称。 

 

注４：ＸｅＰｈｉｏｎ（ゼフィオン） 

全国に１５０カ所のアクセスポイントを持ち、５０メガビットから最大６００メガビットクラスの

大容量により、理想的なＥＣビジネス情報流通環境を実現するＩＰネットワークサービス。 

平成１３年４月、ＮＴＴ－ＭＥでは、同ネットワークをバックボーンとしたＶｏＩＰ技術による、

高品質で格安の通話サービスのアクセスポイントを、全国の主要都市５５カ所に拡張して、「Ｘｅ

Ｐｈｉｏｎ音声ＩＰプラットフォーム」を構築している。 

 

 

 

 

この件に関するお問い合わせ先 

株式会社  大京  広報室    （担当 菅原） 

ＴＥＬ ０３－３４７５－３８０２（直通） 

 


